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２０１４年９月１８日号

友の会のグラウンドゴルフ大会が９月９日

開催されました。約１４０名、うちくろつち

会からは２５名の参加でした。

暑い１日でしたが、若々しい溌剌プレーがあ

ちこちで見られました。上位は昨年よりレベル

アップで激戦でした。

上位から２４名が選出され、１０月１日の県大会に出場されます。

４０名の入賞者に賞品（くろつち会７名）

平野節子さん５位（平野勝美先生の奥さん）

石倉俊一さん１０位

１位は奥村哲哉さん（県職ＯＢ）２４打

次回は来年２月の予定です。

（報告 内俊郎）

渡辺節雄

沖縄県八重山列島・石垣市竹富町（西

表島）与那国町の中学校三年生の公民の教科

書を巡るトラブル（石垣市、与那国町は育鵬

社、竹富町は東京書籍の対立）で、マスコミ

で取り上げられる様になったのは一昨年頃か

らで、私が特に注目したのは昨年からであっ

た。文科省の度重なる是正要求で、沖縄県教

委と竹富町教委はどの様に対応するのか今年

になって文科省は沖縄県教委を東京に呼んで

強く是正要求し竹富町に更なる圧力をかけて

くるようになった。

◎扶桑社、 2001年「新しい歴史教科書をつく

る会」編集の中学校向け歴史および公民教科

書の検定合格が物議を醸した。歴史教科書の

採択率は0.039％、2005年には２度目の合格を

果たしたが採択率は0.4％に留まった。

◎育鵬社（フジサンケイグループ、扶桑社の

子会社）、 2011年夏の教科書採択で歴史教科

書、公民教科書で合わせて４００校。

是正要求拒否、竹富町の判断こそ正当だ

（2014年3月26日版琉球新報社説より引用）

八重山教科書問題で文科省学者が出した是

正要求について、竹富町教委は従わないこと

を確認した。教育現場の静穏を懸命に守ろう

とする同町教委の姿勢を高く評価したい。是

正要求の理由として文科省は、八重山採択地

区協議会の答申と異なる教科書を竹富町が採

択したことを挙げる。答申が最終決定として

成り立っていたかのように強弁するが、本当

にそう言えるのか。協議会は

再協議の末に決裂した。協議

が整わない段階で教科書を

無償配布したのは竹富町で

はなく石垣市や与那国町だ。

両市町に是正を求めず竹富町に求めるのは筋

が通らない。そもそも八重山教科書問題は、

協議会会長の玉津博克石垣市教育長が 2011年

に採択手順を独断で次々と変えたことから始

まった。全国的に行われている教員による順

位付けをまず廃止し、さらに規定に反し、教

科書調査員を役員会の承認を得ずに独断で委

嘱。その調査員が育鵬社の教科書を推薦しな

いと、今度は「推薦がなくても選定できる」

と規約を変えた。教育委員から教員を外し、

思惑通り育鵬社を選定して答申した。これが

正当な手続きと言えるのか。その後協議会と

は別に３市町全ての教育委員が集まって開い

た６時間の協議では東京書籍が採択されてい

る。政府の意向に沿う教科書を採用しない自

治体だけを攻撃しているとしか受け取れない。

（以下略）

○沖縄タイムス社説

「教科書採択問題」是正要求は現場無視だ

○産経新聞「主張」

教科書採択無法の放置は許されない

○東京新聞社説

教科書の採択、竹富町の意志を重んじよ
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９月５日（金）

毎月第１金曜日の脱原発集

会・デモに、多くのくろつち

会会員も参加しました。

関連

１０月３日（金）脱原発集会

イベント広場、１８時～

９月２４日（水）

原発と避難問題を考える集い in かごしま

鹿児島市宝山ホール １３：００～１７：００

９月２８日（日）ストップ！川内原発再稼働全国集会

天文館公園 １３：００～１４：３０ 集会

１４：３０～１６：００ デモ

くろつち会旅行 １０月２６日～２７日 甑島

別途案内用紙があります。どしどし申し込んでください。

訃報 ９月１４日 新倉光夫先生ご逝去 享年７８歳 最終勤務校 鹿屋東中

謹んでお悔やみ申し上げます。


